
日 本 史

Ⅰ 次の文章を読み，下記の設問について記号をマークして答えなさい。

縄文時代が終末を迎えた紀元前8世紀頃，九州北部で水稲耕作が始まり，紀元前

5～前4世紀には東日本にも広まった。これ以降3世紀半ばまでを弥生時代と呼

び，（ 1 ）の変化にもとづいて，早期・前期・中期・後期に区分されている。

農耕による食料供給の安定は人口の増加をもたらし，西日本を中心として大規模

な集落の遺跡も発見されている。また中国や朝鮮半島から青銅器や鉄器などの金属

器がもたらされ，青銅器は集落の祭りの祭器として使用された。この
①
青銅製祭器の

種類の分布から，共通の祭器を用いる地域圏が存在したと考えられている。

弥生時代は土地や水，蓄積された余剰生産物などをめぐり，戦いが始まった時代

でもあった。弥生時代中期以降，防御機能をもった
②
環濠集落や高地性集落があらわ

れ，石製や金属製の武器も出現した。こうした戦いのなかで，各地に「クニ」といわ

れる小国が分立していく。

弥生時代には，死者は集落の近くの共同墓地に葬られるのが主であるが，九州北

部などでは地上に大石を配した（ 2 ）や，特製の大型土器に死者を葬る（ 3 ）

が出現した。弥生時代中期の（ 3 ）では中国鏡や武具などの副葬品をともなう例

もある。また近畿地方や東海・北陸地方などでは方形の低い墳丘のまわりに溝をめ

ぐらした方形周溝墓があらわれ，弥生時代後期には西日本各地でかなり大規模な墳

丘をもつ墓が出現した。直径40メートル余りの円形の墳丘の両端に突出部をもつ

岡山県倉敷市の（ 4 ）はその一例である。こうした墓は先に述べた小国の王（首

長）のものと考えられている。

日本列島における小国の分立や争いについては中国の歴史書にも記されている。

1世紀につくられた『漢書』地理志によると，「倭人」の社会は100余国にわかれ，

（ 5 ）に定期的に朝貢していた。また（ 6 ）によると，紀元57年に倭の

（ 7 ）の王の使者が光武帝から印綬を受けており，江戸時代に（ 8 ）で発見さ

れた金印が，それと考えられている。また同書によると107年には倭国王（ 9 ）
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等が生口160人を安帝に献じた。同書には，桓帝・霊帝の時代（147～189年）には
こもごもあいこうばつ ぬし

「倭国大いに乱れ，更 相攻伐して歴年主なし」と記され，その頃争乱が起こってい

たことがわかる。

三国時代の歴史書である
③
「魏志」倭人伝には，争乱をおさめるため，諸国が共同し

て邪馬台国の（ 10 ）を女王として立て，邪馬台国を中心に29国ばかりの小国の
よ

連合ができたことが記されている。（ 10 ）は，倭人伝に「（ 11 ）を事とし，能
まど

く衆を惑はす」と記されているように祭祀を司り，政務は弟が補佐していた。卑弥

呼は239年に魏の皇帝に使いを送り，生口や布などを贈り，「親魏倭王」の称号と金

印や多数の銅鏡を与えられている。

問 1 空欄（1～11）に最も適した語句を，次の〈語群〉から選びなさい。

〈語 群〉

ア 石 器 イ 支石墓 ウ 狗奴国

エ 四隅突出型墳丘墓 オ 帥 升 カ 志賀島

キ 前方後円墳 ク 壱 与 ケ 群集墳

コ 奴 国 サ 卑弥呼 シ 帯方郡

ス 『後漢書』東夷伝 セ 楽浪郡 ソ 楯築墳丘墓

タ 甕棺墓 チ 『宋書』倭国伝 ツ 壱岐島

テ 鬼 道 ト 陰陽道 ナ 土 器

ニ 王 仁

問2 下線部①について青銅製祭器のうち銅鐸が発見されていない地域はどこか，

正しいものを一つ選びなさい。

ア 東北地方 イ 近畿地方 ウ 瀬戸内中部 エ 九州北部
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問3 下線部②のＡ・Ｂの代表的遺跡を，次のア～オから一つずつ選びなさい。

Ａ 環濠集落 Ｂ 高地性集落

ア 奈良県唐古・鍵遺跡 イ 群馬県岩宿遺跡

ウ 香川県紫雲出山遺跡 エ 島根県荒神谷遺跡

オ 青森県三内丸山遺跡

問4 下線部③に記されている内容として正しくないものを一つ選びなさい。

ア 邪馬台国の男子は顔や身体にいれずみをしている。

イ 邪馬台国には身分差がない。

ウ 邪馬台国より以北には一大率を置いて諸国を検察させた。

エ 卑弥呼は死後大きな墳丘のある墓に，殉死した奴婢とともに葬られた。

Ⅱ 次の文章を読み，下記の設問について記号をマークして答えなさい。

茶と喫茶の習慣は中国からもたらされた。奈良時代には団茶といわれる製法の茶

が伝わり，貴族や僧侶が飲用した。抹茶が中国から伝わり，茶の栽培が広がったの

は鎌倉時代である。12世紀後半に南宋に渡った天台僧の（ 1 ）は禅宗の教えを

日本に伝え，のちに
①
臨済宗の開祖と仰がれた。彼は茶の木や抹茶の喫茶法も伝えた

といわれ，『喫茶養生記』で茶の薬効を説いている。また明恵は1206年に後鳥羽上

皇の院宣を受けて京都郊外の栂尾に（ 2 ）を再興して華厳宗を唱えたが，その近

辺で茶を栽培したと伝承され，栂尾は中世では最高級の茶の産地となった。やがて

茶の栽培は伊賀・駿河・武蔵・山城の宇治など各地に広まった。

14世紀には茶寄合という喫茶を趣向とする会合がさかんに行われたが，これに

は唐物といわれる高価な輸入品を飾り，歌舞音曲や豪華な酒食をともなっていた。

また茶を飲んで銘柄をあてる賭け事の（ 3 ）も流行した。

1334年に京の鴨川の河原に掲げられたといわれる二条河原落書は，建武の新政

の混乱ぶりとともに，京・鎌倉で茶寄合が流行していることを風刺している。これ

らの流行を導いた人々のなかには，動乱のなかで成長してきた高師直や佐々木導誉
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といった武士たちがおり，彼らの派手で新しいもの好きの気質は「（ 4 ）」と呼ば

れた。足利尊氏は1336年に京都を制圧し（ 5 ）の光明天皇を立て，当面の施政

方針を示す（ 6 ）を定めたが，その第一条では倹約を命じて（ 4 ）を禁止し，

第二条では茶寄合や連歌会と称して賭け事をすることを禁じている。

室町時代には
②
書院造の座敷で茶を立てて味わいながら唐物などの芸術品を鑑賞

し，洗練された風雅の世界を楽しむ書院の茶が興隆した。また寺社の門前などにお

いて，常設店舗の（ 7 ）で抹茶や煎茶を売ることが一般化し，庶民も手軽に茶を

楽しめるようになった。15世紀後半には（ 8 ）が四畳半の茶室を創案して，今

日の茶道の原型となる茶の湯を創始した。彼は
③
大徳寺の一休宗純に参禅して，禅の

精神と茶の統一を主張し，簡素・閑寂を旨とし心の静けさを求める（ 9 ）を創出

した。（ 9 ）は武野紹鷗，そして千利休へと引き継がれて大成された。千利休は

（ 10 ）に茶頭として仕え，1587年に金の茶室を組み立てて開催された北野大茶

湯でも中心的役割を果たしたが，1591年に（ 10 ）に切腹を命じられた。

問1 空欄（1～10）に最も適した語句を，次の〈語群〉から選びなさい。

〈語 群〉

ア 見世棚 イ 闘 茶 ウ 豊臣秀吉 エ 大覚寺統

オ 道 元 カ 村田珠光 キ 笠 懸 ク 持明院統

ケ 一味神水 コ 侘 茶 サ 徳川家康 シ 六斎市

ス 栄 西 セ 今 様 ソ 御成敗式目 タ 万福寺

チ 建武式目 ツ バサラ テ 高山寺 ト 宗 祇
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問2 下線部①に関連して，Ａ～Ｃの僧侶の説明として正しい文章を，次のア～オ

から一つずつ選びなさい。

Ａ 夢窓疎石

Ｂ 蘭溪道隆

Ｃ 絶海中津

ア 南北朝時代から室町時代の五山文学僧で，明に留学し，帰国後足利義満の

帰依をうけ，国書作成などの外交業務も行った。

イ 南宋から渡来して，北条時頼が鎌倉に創建した建長寺の開山となった。

ウ 鎌倉・南北朝時代の学僧で，日本初の仏教史である『元亨釈書』を完成し

た。

エ 足利尊氏・直義の帰依をうけ，彼らにすすめて後醍醐天皇の冥福を祈るた

めに天龍寺の建立をはかった。

オ 南宋から渡来して，北条時宗の帰依を受け，時宗が鎌倉に創建した円覚寺

の開山となった。

問3 下線部②の書院造がみられる慈照寺東求堂同仁斎は，ある人物が京都東山に

造営した山荘のなかにあり，その人が書斎として使用していたといわれる。こ

の人物は誰か，正しいものを一つ選びなさい。

ア 一条兼良 イ 足利尊氏 ウ 足利義満 エ 足利義政

問4 下線部③に関連して，幕府などの権力者の保護を受けず，自由な活動を求め

て地方布教を志した禅宗諸派を何というか，正しいものを一つ選びなさい。

ア 五 山 イ 林 下 ウ 十 刹 エ 門 跡

Ⅲ 次の文章を読み，下記の設問について記号をマークして答えなさい。

1716年7代将軍徳川家継が8歳で死去し，家康以来の宗家がとだえると，紀州

藩主の徳川吉宗が将軍となった。吉宗は29年の在職中，幕政改革と幕府財政の再
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建に取り組んだ。まず倹約令を出すとともに，1722年から大名に
①
上げ米を命じ，

これ以降9年間，年18万7000石の臨時収入を得たが，これは当時の年貢収納高の

1割以上にあたった。また幕領の代官らの不正や年貢未納を摘発し，幕領の年貢率

の決定方法として（ 1 ）を広く取り入れた。

新田開発は17世紀後半以降山野の過剰な開発により洪水等が起こるようになっ

たこともあり停滞していたが，吉宗は紀州流の治水技術の導入や，富裕な町人の力

を借りることで
②
新田開発を推進した。

これらの施策により，この時期幕領の石高は12パーセントほど増加し，年貢収

入も増加した。しかし米の増産により1723年頃から米価は下落の傾向をみ

せ，1729年頃から暴落した。吉宗は米価引き上げのため努力し，「米公方」といわ

れたくらいである。買米などの流通統制や物価の公定を試み，1730年には大坂商

人自身による堂島米市場の運営を認め，正米取引すなわち大名などが蔵米の売却な

どのために大坂に置いた（ 2 ）発行の米切手による売買に加え，先物取引である

帳合米取引を認めた。

1732年天候不順の西日本一帯で虫害が発生し，全国に及ぶ飢饉となると，米価

は暴騰し，翌1733年江戸で（ 3 ）に対する打ちこわしが発生した。しかしこの

混乱が治まると，米価はふたたび下落した。

1736年に吉宗は通貨政策を転換し，金銀含有量をおとした（ 4 ）金銀を増発

し，銭貨も大量鋳造するというインフレ政策をとって米価引き上げをはかった。ま

たその翌年には神尾春央を勘定奉行に登用して年貢増徴を強行した。これにより幕

府の年貢収納高は増加し，しばらく財政も安定したが，18世紀後半には再び低下

していく。

またこの頃，砂糖や薬種などの輸入の代償として，多量の銀や（ 5 ）が流出し

ていた。吉宗は本草学者などに薬となる植物などを探索させたほか，（ 6 ）など

を通して輸入していた朝鮮人参の国産化をはかるため，佐渡と日光で試植させた。
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問1 空欄（1～6）に最も適した語句を，次の〈語群〉から選びなさい。

〈語 群〉

ア 江戸町奉行所 イ 米問屋 ウ 借 上

エ 銅 オ 定免法 カ 対馬藩

キ 蔵屋敷 ク 松前藩 ケ 享 保

コ 検見法 サ 金 シ 元 文

問2 下線部①に関する以下の法令を読み，空欄（1～4）に最も適した語句を，次

の〈語群〉から選びなさい。

つき さ た これ はちぼく

……それニ付，御代々御沙汰之無き事ニ候得共，（ 1 ）以上の面々より八木
よう おぼしめ さ うち

差し上げ候様ニ仰せ付けらるべしと思召し，左候ハねば（ 2 ）の内数百人，
めしはな ほか ゆえ ち じょく かえり

御扶持召放さるべきより外は之無く候故，御恥 辱を顧みられず仰せ出され
（一） つも ざい

候。高壱万石ニ付八木（ 3 ）積り差し上げらるべく候。……之に依り，在
ずつ ご めん な ゆるゆる

（ 4 ）半年充御免成され候間，緩々休息いたし候様ニ仰せ出され候。

（『御触書寛保集成』）

〈語 群〉

ア 江 戸 イ 百 石 ウ 御家人 エ 国

オ 旗 本 カ 万 石 キ 千 石

問3 下線部②に関連して，この時期の新田開発でないものを一つ選びなさい。

イ 越後の紫雲寺潟の干拓ア　下総の飯沼の干拓　

ウ　武蔵の見沼代用水開削 エ 下総の椿海の干拓

Ⅳ 次の文章の空欄（1～10）に最も適した語句を入れなさい。

明治政府はインフラ整備や近代産業の育成，欧米の諸制度・科学の導入のため，

いわゆるお雇い外国人を多数雇用した。政府は1870年に殖産興業のための省庁と

して（ 1 ）省を新設し，これが中心となって新橋・横浜間などの鉄道を敷設し，
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旧幕府の経営していた鉱山などを官営事業として経営した。また1873年に設立さ

れ地方行政や警察組織の統轄を行った（ 2 ）省も殖産興業に当たり，官営模範工

場を経営するなど，欧米の先進技術の導入をはかった。こうした施策によりお雇い

外国人も増え，1874～75年頃には約520人に及んだ。以下（Ａ～Ｄ）に代表的なお

雇い外国人について述べる。

Ａ オランダ生まれでアメリカに移住したグイド・Ｈ・Ｆ・フルベッキは宣教師と

して1859年に来日し，長崎で布教のかたわら長崎奉行管轄の済美館と佐賀藩校

の致遠館で英語・政治・経済・理学などを教えた。この時の門下生の大隈重信・

副島種臣・江藤新平らが明治政府の高官となったこともあり，1869年，フルベ

ッキは明治政府に招聘され大学南校の教師になった。その辞職後は，廃藩置県後

の官制改革で太政官に設けられた立法機関である（ 3 ）に出仕してさまざまな

政策の立案に関わった。特に彼の意見が影響を与えた政策として，1871年末か

ら翌々年にかけて行われた（ 4 ）を大使とする欧米ヘの使節団派遣がある。

Ｂ アメリカ人ウィリアム・Ｓ・クラークは，マサチューセッツ農科大学学長であ

ったが，1876年に北海道を管轄しアメリカ式の大農場制度・畜産技術の移植を

はかっていた開拓使に招聘された。同年に開校した（ 5 ）の教頭として，農学

・植物学を英語で教えるとともに，キリスト教に基づく教育を行った。クラーク

は翌年帰国したが，彼の精神はその後も受け継がれ，1・2期生にはキリスト教

に入信した者が多く，札幌バンドと呼ばれた。そのなかには教育勅語への拝礼を

拒否して第一高等中学校の教壇を追われた（ 6 ）や，国際連盟事務局次長とし

て活躍した新渡戸稲造などがいる。

Ｃ エドワード・Ｓ・モースはアメリカの動物学者で，1877年に研究のため初来

日し，上陸した横浜から東京に向かう列車の窓から鉄道工事跡地にある貝殻を包

含する地層を見た。彼は同年秋に東京大学理学部の教師に迎えられ，進化論など

を講義するとともに，先に述べた地層周辺を学生とともに発掘して人骨・石器・

骨角器などを発見し，報告書を発行した。これは日本で最初の学術的な考古学の

発掘であり，発見された遺跡をその地名にちなみ（ 7 ）という。

Ｄ （ 8 ）は，モースの仲介により1878年にアメリカから来日し，東京大学で

政治学のほか哲学などを講じた。また欧化主義のなかで危機に瀕していた日本美
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術の研究と収集を行い，岡倉天心などの弟子を育てた。1884年に文部省は

（ 8 ）やその弟子の岡倉天心らに古社寺の調査を行わせたが，この折に

（ 9 ）の夢殿の救世観音像に接し，世界に比類なき仏像と絶賛したことは有名

である。明治政府は1876年に（ 10 ）を開いて外国人教師に西洋美術を教授さ

せたが数年で閉鎖となり，（ 8 ）や岡倉天心の影響により，伝統美術育成のた

め1887年に東京美術学校を設立した。
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